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1. RF60 のご紹介
このたびはカクタス ワイヤレス フラッ
シュ RF60 をお買い上げいただき誠に
ありがとうございます。新しいワイヤレ
ス ポータブル フラッシュのさまざまな
機能をお楽しみいただけます。RF60 は
市販の他社製フラッシュにみられない特
長があります。内蔵の送信機と受信機を
搭載し、ワイヤレス信号を受信するだけ
でなく、他の RF60 を制御する指揮官と
しても機能します。可能性は無限大に広
がります！

新しい RF60 のさまざまな機能をゆっく
りとご覧ください。
–– ワイヤレスの指揮官と受信機を内蔵
–– 出力レベルとズーム レベルを遠隔調整
–– 設定可能なグループアライアスを使っ
て最大 4 グループをグループ調整

–– 遅延機能を搭載した光学スレーブ
–– ガイド ナンバー最大 56 メートルの
高出力

–– カクタス V6 ワイヤレス フラッシュ 
トランシーバーに対応

–– マルチフラッシュ機能
–– TTL フラッシュを取り付けて使用する
場合は、HSS 共感モードにより、HSS 
に対応します
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2. 注意と警告
製品を正しく安全にご使用いただき、カ
クタスが損傷するのを防ぐため、ご使用
前に以下の操作方法をよくお読みくださ
い。

 1.	電池の交換や機器の接続は、機器（カ
クタスの各装置、カメラ等）の電源を
すべて切ってから行ってください。

 2.	フラッシュを使用しないときは、電池
を取 
り外してフラッシュの電源を切って
ください。

 3.	本取扱説明書で指定されている電池の
みを使用してください。

 4.	高温の環境（強い直射日光の下や、調
理用コンロ・電子レンジの付近）で長
期間にわたって製品を保管しないでく
ださい。

 5.	フラッシュは適切に保護されていない
状態で絶対に液体の中に浸したり強い
雨にさらしたりしないでください。

 6.	可燃性のガスや蒸気がある場所で機器
を操作しないでください。

 7.	近くにいる人の眼に向けてフラッシュ
を直接発光させないでください。

 8.	車を運転しているトライバーに向けて
フラッシュを直接発光させないでくだ
さい。
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3. 主な仕様
–– ガイド ナンバー (ISO 100):
ズーム（mm） 24 28 35 50 70 80 105

GN（メートル） 33 34 38 45 51 54 56

GN（フィート） 108 112 124 147 168 177 183

–– モーター ズーム: 24mm – 28mm – 35mm 
– 50mm – 70mm – 80mm – 105mm

–– 出力レベル (計22):
1/1 1/2 1/4 1/8 1/16 1/32 1/64 1/128

1/2+0.3 1/4 +0.3 1/8 +0.3 1/16 +0.3 1/32 +0.3 1/64 +0.3 1/128 +0.3

1/2+0.7 1/4 +0.7 1/8 +0.7 1/16 +0.7 1/32 +0.7 1/64 +0.7 1/128 +0.7

–– フラッシュ持続時間: 
1/300s – 1/20,000s

–– モード: ローカル (L)、マスター (M)
、スレーブ (S)

–– 使用無線周波数: 2.4GHz
–– チャンネル数: 16
–– グループ数: 4
–– 最大ワイヤレス有効距離: 100 メート

ル (328 フィート)
–– 内蔵光学スレーブ モード: S1 (スト

レート始動); S2 (プリ発光を無視し
た始動)

–– 電源入力: 単三電池 (LR6 アルカリま
たはニッケル水素)4 個、充電式ニッ
ケル水素電池を使えば最良の性能が得
られます

–– 1 バッテリー サイクルあたりのフラッ
シュ回数: 100 (出力が 1/1 の時); 
2000 (出力が 1/128 の時)

–– 最小リサイクル時間: 0.1-5.0 秒 (
アルカリ電池使用時); 0.1-3.0 秒 
(Sanyo製エネループ使用時)

–– 色温度: 5600k +/- 200k
–– 使用温度: -20°C ~ +50°C
–– 外形寸法: 205 x 83 x 61mm
–– 総重量: 390g
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4. 同梱物

フラッシュ RF60 キャリング ケース 
FC-3

ユーザー マニュアルフラッシュ スタン
ド FS-2
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5. 各部の名称

 広角拡散板とバウン
ス カード  

フレネル レ
ンズ

光学センサー

三脚

外部電源
コネクタ

コネクタ カバー

取付け脚

コネクタ カバー

3.5mm コネクタ

ホット シュー接触面

反射角表示灯

LCDパネル

[MODE(モード)]ボタン

[MENU(メニュー)] 
ボタン

[-]ボタン

[NEXT(次へ)]ボタン [+]ボタン

[ON/OFF(オン/オフ)] 
スイッチ

[TEST(テスト)]ボタン/
フラッシュ待機表示灯

電池収納部ふた

[MULTI/HSS 
(マルチ/HSS)]ボタン

[GROUP(グループ)] 
ボタン

USB ポート

ホット シュー 
ロック ホイール
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6. LCD パネル

7.	使用を開始する
電池の挿入

 1.	 親指で電池収納部のふたを押し、矢印
で示されている方向にふたをスライド
させて開けます。

7.1

グループ パネル

動作モード

チャンネル
ビープ表示灯

光学スレーブ
遅延表示灯

電池残量

高温警告

出力レベル 出力レベル増分
HSS 共感 

モード

テキスト エリア 選択 
表示灯

ズーム 
レベル

状態
バー
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 2.	 電池を取り付けます。
電池の陽極(+)と陰極(-)の接触面が
収納部内の表示の通りに、正しい方向
に向いていることを確認します。

 3.	 電池収納部のふたを矢印で示されてい
る方向にスライドさせ、ふたを閉じま
す。

注意: 
1.	同じブランドで同じ種類の単三電池

を、新しい状態で使用します。電池
を交換する場合は 4 個すべてを同時
に交換します。

2.	単三形のアルカリ電池、ニッケル水
素電池、リチウム電池が使用できま
す。一度に使用する電池は 1 種類の
みとします。違う種類の電池を使用
しないでください。

3.	フラッシュを連続して何回も発光さ
せた後に電池を交換する場合は、電
池が熱くなっている可能性がありま
すのでご注意ください。

4.	アルカリ電池とリチウム電池の場合
は、 電池残量の約 50% が消費され
ると液晶の電池残量表示灯  が表
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示され、フラッシュに発光のための
十分な電源がないときは表示灯が点
滅します。点滅信号  が表示された
ときはすみやかに電池を交換してく
ださい。表示灯  はニッケル水素電
池では動作しません。

5.	フラッシュを使用しないときは、電
池の腐食による損傷を防ぐため、電
池を取り外してください。

カメラへのフラッシュの取付けと取外し

 1.	 フラッシュを取り付けるには、フラッ
シュのホット シュー取付け脚をカメ
ラのホット シューにはめ込み、一番
奥までスライドさせます。

 2.	 フラッシュを固定するには、取付け脚
のロック ホイールを、ロック ホイー
ルがロックするまで左に回転します。

7.2
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 3.	 フラッシュを取り外すには、取付け脚
のロック ホイールを、ロック ホイー
ルが緩むまで右に回転します。

フラッシュの電源を入れる

 1.	 [On/Off(オン/オフ)] スイッチをオ
ンにします。フラッシュの充電が開始
します。

 2.	 フラッシュが使用可能な状態になって
いることを確認します。

 -	 フラッシュ待機表示灯が赤点滅し、フ
ラッシュがクイック フラッシュ(セク
ション 12.3 を参照)を発光できる状
態になっていることが示されます。 

7.3
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 -	 完全に充電されると、フラッシュ待機
表示灯が赤点灯し、フラッシュが最大
出力で使用できる状態になります。

 -	 [ ] ボタンを押すと、テスト フ
ラッシュを発光できます。 

フラッシュ ヘッドの調節

フラッシュを壁や天井に向けると、フラ
ッシュは被写体を照らす前に壁や天井の
表面に反射します。これにより、被写体
の後ろの影が

7.4

注意:
1.	フラッシュの電源が入っている状態

で、フラッシュを使用していない場
合、一定時間経過後にフラッシュの
電源が自動的に切れます。ただし、
その場合もフラッシュは電源を消費
しており、電池が長時間にわたって
放電するため、フラッシュの電池接
触面が損傷する可能性があります。
このため、フラッシュを使用しない
ときはフラッシュの電源を切ってく
ださい。

2.	20 を超える連続フラッシュを短い間
隔で最大出力で発光させる場合は、
リサイクル時間を約 8 秒 ~ 20 秒に
伸ばすための内部過熱防止機能  が
有効になることがあります。LCD 画
面の状態バーに温度警告信号が表示
されます。この状態が発生した場合
は、約 15 分、時間を空けてくださ
い。フラッシュが正常な状態に戻り
ます。
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柔らかくなり、より自然に見えるショッ
トが得られます。これをバウンス フラッ
シュといいます。 

RF60 のフラッシュ ヘッドは最大で垂
直角 90˚の傾斜が可能で、30˚、60˚
、75˚ の角度でそれぞれカチッと止まり
ます。水平方向は、最大で右に 180˚、左
に 90˚の回転が可能で、30˚、60˚、90˚
、120˚、150˚（右）、30˚、60˚（左）
の角度でそれぞれカチッと止まります。

ヒント: バウンス フラッシュを使う場
合は、被写体をフラッシュの直接光で
照らさないようにしましょう。フラッ
シュ ヘッドが被写体から十分な角度で
傾斜していることを確認してください。
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バウンス カードと広角拡散板

RF60 にはバウンス カードと広角拡散板
のセットが内蔵されています。バウンス 
カードと広角拡散板は別々に使うことも
同時に使うこともできます。

バウンス カードを使用する

 1.	 フラッシュ ヘッドを 90°上に向けま
す。

 2.	 広角拡散板を引き出します。バウンス 
カードが同時に排出されます。

 3.	 広角拡散板を中に押し戻します。バウ
ンス カードが使用可能な状態になり
ます。

ヒント: バウンス カードは、光の一部
を被写体に向けてキャッチ ライトを作
ったり、反射光による強い影を柔らかく
したりするバウンス フラッシュ アプリ
ケーションに使うと便利です。

7.5
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広角拡散板を使用する

 1.	 広角拡散板を引き出し、表示にしたが
ってフラッシュ ヘッドの上に配置し
ます。バウンス カードが同時に排出
されます。

 2.	 バウンス カードを中に押し戻しま
す。フラッシュが 18mm の被写範囲
を照らします。

動作モードの選択

RF60 には、ローカル、マスター、スレー
ブの 3 つの動作モードがあります。RF60 
の電源を入れたら、[ ] ボタンを押
して適切なモードを選択します。モード
表示灯は次の順に表示されます。 
ローカル         マスター スレーブ

モード
RF60 を設置する 

場所
ワイヤレス コント

ロールの有無

カメラに搭載 X

カメラに搭載 √

カメラから離し
て設置

√

7.6
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チャンネルの設定

RF60 ユニットがマスター モードまたは
スレーブ モードの場合、RF60 ユニット
は同じ RF ワイヤレス チャンネルで互い
に通信する必要があります。

チャンネルを設定するには、[ ] を
押します。[ ] または [ ] のボタンを
使って RF チャンネルを選択します。 
[ ] を押すとメイン画面に戻りま
す。選択したチャンネルが LCD パネルに
表示されます。

メニュー内の移動   

RF60 には構成可能なメニュー オプショ
ンが数多くあります。

メニュー オプションを変更するには、
 1.	 [ ] ボタンを押して最初のメニュ

ー項目にアクセスします。
 2.	 [ ] ボタンを押すと、メニュー 

テーマが順番に切り替わります。
 3.	 [ ] または [ ] のボタンを押す

と、メニュー項目の各オプションが表
示されます。メニュー項目の構成がす
ぐに変更されます。

7.7

7.8
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4.	 [ ] ボタンを押すとメイン画面に
戻ります。[ ] ボタンを押すとメ
ニューが次の項目に順番に切り替わり
ます。

メニュー項目と対応する
オプション

LCD に表示さ
れるテキスト

対象モ
ード

L M S

RF チャンネル 
- 1~16

CH 
- 1-16

√ √

遅延タイマー 
- 0-999ミリ秒

DELAY 
- 0-999ms

√ √ √

光学スレーブ 
- オフ 
- S1: ストレート 
	  始動 
- S2: プリ発光無視

OPT SL 
- OFF 
- S1(FIRST) 
 
- S2(MAIN)

√ √ √

クイック フラッシュ 
- オフ 
- オン

QCK FL 
- OFF 
- ON

√ √ √

ビープ フィードバック 
- オフ 
- Fn1: クイック フラ   
        ッシュ 
- Fn2: フル充電 
- Fn3: 電力不足警告

BEEP 
- OFF 
- Fn1(QCK FL) 
 
- Fn2(READY) 
- Fn3(WARN)

√ √ √

スリープ タイマー 
- オフ 
- 3 分 
- 5 分 
- 15 分 
- 30 分 
- 60 分

SLEEP 
- OFF 
- 3min 
- 5min 
- 15min 
- 30min 
- 60min

√ √ √

LCD バックライト 
- オフ 
- 5 秒 
- 15 秒 
- 連続

BK LGT 
- OFF 
- 5sec 
- 15sec 
- ON

√ √ √
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8.1

8. カメラに搭載して使用
する: ローカル モード 

フラッシュ 1 台をカメラのホット シュー
に取り付けて使用する場合は、RF60 の
セットアップをローカル モードで行って
ください。

メイン画面で、出力レベルが左側に、ズ
ーム レベルが右側に表示されます。出力
レベルまたはズーム レベルのどちらかに
選択表示灯 ► が表示されます。 
[ ] ボタンを押すと選択表示灯が切り
替わり、項目の設定を調整できます。

出力レベルの調整

出力レベルを調整するには、選択表示灯 
► が出力比の値（中央の行にある左側の
数値）を指すまで [ ] を押します。
出力レベルを上げるには [ ]、下げるに
は [ ] を押します。

調整が可能な 出力レベルは以下の通り 
です。

1/1 1/2 1/4 1/8 1/16 1/32 1/64 1/128

1/2+0.3 1/4 +0.3 1/8 +0.3 1/16 +0.3 1/32 +0.3 1/64 +0.3 1/128 +0.3

1/2+0.7 1/4 +0.7 1/8 +0.7 1/16 +0.7 1/32 +0.7 1/64 +0.7 1/128 +0.7
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ズーム レベルの調整

ズーム レベルを調整するには、選択表示
灯 ► がズーム値 (中央の行にある右側の
数値)を指すまで [  (次へ)] を押し
ます。ズーム レベルを上げるには [ ]
、下げるには [ ] を押します。

調整が可能なズーム レベルは以下の通
りです。

ズーム（mm） 24 28 35 50 70 80 105

9. ワイヤレス フラッシュ: 
マスター モードとスレ
ーブ モード

内蔵の無線周波数(RF)モジュールを搭載
した RF60 は、他の RF60 ユニットと
ワイヤレスに通信する機能を備えていま
す。RF60 をワイヤレスに制御して発光さ
せるには、1 台の RF60 をマスター モー
ドで、それ以外の RF60 ユニットをスレ
ーブ モードでセットアップします。

8.2
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RF60 スレーブのセットアップ

 1.	 マスター フラッシュから制御する 
RF60 ユニットが [ ] モード(セク
ション 7.6 を参照)に設定されてい
ることを確認します。

 2.	 各ユニットを同じ RF チャンネルに
(セクション 7.7 を参照してくださ
い)。

 3.	 RF60 スレーブの各ユニットをグルー
プ A、B、C、D のいずれかに割り当
てます。[ ] を押して各 RF60 
のグループを選択します。スレーブ 
モードで [Group(グループ)] ボタン
を押すたびにグループが A-B-C-D の
順に切り替わります。選択したグル
ープはグループ パネルに表示されま
す。

RF60 マスターから操縦する

 1.	 [ ] を押して、カメラに搭載した 
RF60 を [ ](セクション 7.6 を
参照)に設定します。

 2.	 RF60 マスターを RF60 スレーブのユ
ニットとチャンネルに設定します(セ
クション 7.7 を参照してください)。

 3.	 グループ パネルで各グループの状態
を確認します。有効になっているグル
ープだけが A、B、C、または D のボ
ックスとして表示されます。

9.1

9.2
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マスター フラッシュのパラメータを変
更する

 4.	 RF60 マスターで、マスター フラッ
シュ自体の出力レベルとズーム レベ
ルを変更できます。RF60 スレーブは 
A、B、C、D の各グループでフラッシ
ュします。 

 5.	 既定のグループはマスター RF60 で
す。ディスプレイのテキスト エリア
には <MASTER> と表示されます。グ
ループパネルにはグループ有効化状態
が表示されていますが、グループは選
択されていません。

特定のスレーブ グループのパラメータを
変更する

 6.	 遠隔制御する特定のグループを選択す
るには、[ ] を押します。グル
ープ選択表示灯がグループ A に移動
します。 
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 7.	 もう一度 [ ] を押すと、次のグ
ループ、すなわちグループ B が選択
されます。[Group(グループ)] ボタ
ンを押すたびに次のグループが次の順
で選択されます。
   マスター          A         B           C        D

 8.	 [ ] または [ ] のボタンを使っ
て、マスター フラッシュまたは特定
のグループの出力レベルを調整しま
す。[ ] を押してズーム レベル
を調整します。ズーム レベルの調整
も [ ] または [ ] のボタンを使っ
て行います。 

注記: 出力レベルとズーム レベルは、現
在選択されているグループに対してのみ
適用されます。

すべての有効なグループのパラメータを
変更する

 9.	 すべての有効なグループの設定を同時
に変更することもできます。すべて
のグループを選択するには、[ ] 
ボタンを押し続けます。
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10.	有効になったグループの選択表示灯
がすべて点灯し、テキスト エリアに 
<ALL GP> と表示されます。マスター 
-A-B-C-D の順で最初に有効にした
グループが基準グループとして選択さ
れます。

11.	グループが 1 つの場合と同様の方法
で、出力レベルとズーム レベルを調
整します。ただし、基準グループで出
力レベルまたはズーム レベルの設定
を相対的に変更すると、マスター フ
ラッシュを含むすべての有効なグル
ープにその変更が適用されます。例
えば、基準グループの出力レベルを 
1/4 から 1/8 に調整する（すなわ
ち、1EV 分下げる）と、すべての有
効なグループの出力レベルがそれに応
じて 1EV 分低下します。

12.	全グループ制御を終了するには、 
[ ] ボタンを 1 回押します。

スレーブ グループのオンとオフの切り
替え

13.	特定のグループの発光を停止する場合
は、そのグループを選択してグループ
をオフにし(手順 6 と 7 を参照）、 
[ ] ボタンを押し続けます。画
面の中央の行に <OFF> と表示され
ます。
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注記: マスター グループで [ ] ボタ
ンを押し続けると、RF60 マスターをオ
フにすることができます。オフにすると 
RF60 マスターは発光しませんが、引き続
き RF60 マスターから RF60 の各スレー
ブを操縦して、設定の変更やスレーブの
発光をその都度行うことができます。

14.	グループを再びオンにするには、グル
ープを選択し(手順 6 と 7 を参照)、 
[ ] ボタンを押し続けます。その
グループで最後に使用した出力レベル
とズーム レベルが中央の行に再び表
示されます。

15.	カメラのボタンを押すと、グループ 
A、B、C、D のいずれかにある RF60 
のマスターとスレーブの各ユニットが 
RF60 マスターで設定した出力レベル
とズーム レベルで発光します。

10.	 グループ エイリアス
RF60 は、特定のスレーブ グループでそ
れぞれの目的に合わせて選択できる、あ
らかじめ設定されたグループ エイリアス
の一覧を備えています。選択したグルー
プ エイリアスは、グループ パネルの横に
あるテキスト エリアに表示されます。グ
ループ エイリアスは、そのグループを選
択したときにいつでも表示されます。

選択が可能なグループ エイリアスは以下
の通りです。

KEY – FILL – SPOT – RIM – HAIR – 
LEFT – RIGHT – BACK – FRONT
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 1.	 グループ エイリアスを設定するに
は、エイリアスを設定するグループを
選択し、[ ] と [ ] のボタ
ンを同時に押します。

 2.	 選択表示灯とグループの文字がテキス
ト エリアに表示されます。[ ] また
は [ ] のボタンを押して、使用可能
なグループ エイリアスをスクロール
します。

 3.	 [ ] または [ ] を押してエ
イリアスを確認し、終了します。

 4.	 手順 1~3 を繰り返して、カクタス 
RF60 の全ユニットでエイリアスを設
定します。混乱を避けるため、必ず 
RF60 の全ユニットで同じグループに
同じエイリアスを設定してください。
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 5.	 各グループのエイリアスは、そのグル
ープを選択したときにいつでも、スレ
ーブ モードまたはマスター モードで
表示されます。

11.	高度な使用法
マルチ フラッシュ 

マルチ モードでは、一連のフラッシュを
高速発光します。移動する被写体の画像
を単一のフレーム内に複数取り込む場合
に使用できます。 

11.1
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マルチ モードでは、以下の設定を変更で
きます。
•	 連続発光でのフラッシュ回数
•	 1 秒あたりのフラッシュ周波数 

(Hz単位) 
•	 出力レベル
•	 ズーム レベル

フラッシュ回数は、1 回のトリガー イベ
ントで開始される、連続発光で発光する
フラッシュの回数を表します。フラッシ
ュ周波数 (Hz単位)は、1 秒間にフラッシ
ュが発光する回数を表します。目的とす
るフラッシュ連続発光時間と合わせて、
適切なフラッシュ回数とフラッシュ周波
数の値を決定できます。

例えば、0.5 秒間続くフラッシュの連
続発光を 1 秒あたり 10 回の周波数 
(10Hz) で発光させる場合は、フラッシュ
回数は 5 となります。

同様に、100Hz の周波数でフラッシュを 
10 回発光させる場合は、フラッシュ連続
発光時間は 0.1 秒となります。

通常、フラッシュ連続発光時間はシャッ
ター速度に等しいです。ただし、シャッ
ター速度を長くしてフラッシュ連続発光
時間を超える速度にすることで、環境光
に露出させる場合があります。または、
安全マージンとして、短いシャッター速
度と若干長めの連続発光時間を使用する
場合があります。

フラッシュ 
連続発光時間

 フラッシュ
 回数

1

 フラッシュ周波数(Hz)
= x
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下記の表で、各出力レベルで対応してい
る最大フラッシュ回数とフラッシュ周波
数を確認してください。

最大マルチ フラッシュ回数

Hz  
出力 1 2 3 4 5 6-7 8-9

1/4 7 6 5 4 4 3 3
1/8 14 14 12 10 8 6 5
1/16 30 30 30 20 20 20 10
1/32 60 60 60 50 50 40 30
1/64 90 90 90 80 80 70 60
1/128 99 99 99 99 99 90 80

Hz  
出力 10 11 12-14 15-19 20-50 60-199

1/4 2 2 2 2 2 2
1/8 4 4 4 4 4 4

1/16 8 8 8 8 8 8

1/32 20 20 20 18 16 12
1/64 50 40 40 35 30 20
1/128 70 70 60 50 40 40

注記:
1.	マルチ フラッシュは、暗い背景のな

かに反射の大きな被写体があるとき
に最も効果的です。

2.	1/4 より高い出力レベルではマルチ 
フラッシュに対応していません。

3.	マルチ フラッシュは、電球モードに
設定したカメラと組み合わせると便
利な場合があります。
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11.1.1	 ローカル モードでのマルチ フラッ	
               シュ

連続発光でのフラッシュの回数と周波数
を決定したら、マルチ モードでフラッ
シュのセットアップを行うことができま
す。

 1.	 マルチ モードに切り替えるには、 
[ ] を 1 回押します。LCD 
画面に [ ] と [ ] が表示
されます。

 2.	 選択表示灯 ► がフラッシュ回数、す
なわちハイフンの前にある値を指すま
で、[ ] を押します。

 3.	 フラッシュ回数を増やすには [ ]、
減らすには [ ] を押します。

 4.	 選択表示灯 ► がフラッシュ周波数 
(Hz)、すなわちハイフンの後ろにあ
る値を指すまで、[  (次へ)] を
押します。

 5.	 1 秒あたりのフラッシュ周波数を上げ
るには [ ]、下げるには [ ] を押
します。
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 6.	 出力レベルを調整するには、選択表示
灯 ► が出力レベル(セクション 8.1 
を参照)を指すまで [ ] を押しま
す。

 7.	 ズーム レベルを調整するには、選択
表示灯 ► がズーム レベル(セクショ
ン 8.2 を参照)を指すまで [ (次
へ)] を押します。

 8.	 マルチ モードを終了するには、 
[ ] を 2 回押してメイン画
面に戻ります。

11.1.2	 マスター モードとスレーブ モード 	
               でのマルチ フラッシュ

RF60 をマスター モードで使用すると、
同じ RF チャンネルを使用しているスレ
ーブの RF60 がマルチ モード設定にシン
クロします。

 1.	 RF60 マスターでマルチ モードに切
り替えるには、<MASTER> がグルー
プ名として表示されるまで [ ] 
を押します。 

 2.	 [ ] ボタンを 1 回押しま
す。RF60 のマスター ユニットとス
レーブ ユニットの LCD に  
[ ] と [ ] が表示されま
す。マスター ユニットとスレーブ ユ
ニットの両方がマルチ フラッシュ モ
ードに切り替わります。
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 3.	 RF60 マスターで、11.1.1 の手順を
実行し、フラッシュ回数と 1 秒あた
りのフラッシュ周波数(Hz)を調整し
ます。フラッシュ周波数は、有効なす
べてのグループ内のマスター ユニッ
トとスレーブ ユニットの両方に適用
されます。

 4.	 マルチ モードを終了するには、 
[ ] を 2 回押してメイン画
面に戻ります。

注記:
1.	フラッシュ回数が特定のスレーブ グ

ループの出力レベルで対応している
フラッシュ回数よりも多い場合、フ
ラッシュ回数はその特定のスレーブ
に合わせて適宜減らされます（28 ペ
ージの表「最大マルチ フラッシュ回
数」を参照してください）。

2.	 1/4 より高い出力レベルではマルチ 
モードのフラッシュに対応していな
いため、1/4 より高い出力レベルに
設定されているスレーブ RF60 はマ
ルチ モードでは 1 回しかフラッシ
ュしません。 

3.	マルチ モードと HSS 共感モード(セ
クション 11.2 を参照)は同時に使
用できないオプションです。 
[ ] ボタンを押すと、フラ
ッシュ モードが次の順で切り替わ
ります。
通常フラッシュ  マルチ フラッ
シュ  HSS 共感フラッシュ

4.	 RF60 マスターでは、マルチ モード 
のフラッシュはマスター グループで
しか設定できません。選択した設定
は、有効なグループ内の RF60 マス
ターと全 RF60 スレーブに適用され
ます。
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HSS 共感モード   

RF60 の HSS 共感モードは、カメラの最
大シンクロ速度を超えるシャッター速度
でのフラッシュ撮影に対応するために設
計されたものです。

この目的のため、RF60 では発光時間を
長くしてフラッシュを発光させることに
より、1/8000 秒という速いシャッター
速度で均一なフレーム照射を生み出して
います。 

ヒント:
HSS フラッシュは屋外、特に日光の当た
る場所でよく使用されています。HSS フ 
ラッシュがより速いシャッター速度に対
応しているため、広いアパチャーを使用
できます。適正な露出を維持しながら浅
い深度を達成できます。

HSS 共感フラッシュの特性

1 回の発光による通常フラッシュと比
べ、HSS 共感フラッシュでは先幕オープ
ニングから後幕クロージングまでの全発
光時間にわたって連続した一定の照射が
実現します。このため、画像の露出に対
する HSS 共感フラッシュの寄与は通常フ
ラッシュの寄与と異なります。

 1.	 HSS 共感モードのフラッシュ出力は
通常フラッシュのフラッシュ出力と異
なります。カメラ設定で 1EV の露出
喪失を補正するためには、HSS 共感
フラッシュの出力レベルを 2EV 上げ
る必要があります。比較のため、下記

11.2
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のガイド ナンバー表を確認してくだ
さい。

 2.	 HSS 共感モードでは、光の出力が連
続しているため、通常フラッシュの場
合のように移動する物体が静止しませ
ん。その代り、HSS 共感フラッシュ
では、まるで連続した光源を撮影した
ときのように、モーション ブラーが
発生します。HSS 共感モードを使っ
て動きを静止させるには、シャッター
速度を速くする必要があります。

 3.	 HSS 共感モードでシャッター速度を
上げると、フラッシュの寄与がそれに
応じて低下します。  
シャッター速度を変更する場合はいつ
でも、フラッシュの同じ寄与を維持し
たいときはフラッシュ出力レベルも調
整する必要があります。

出力レベル
105mm、ISO 100 でのガイド 	
ナンバー（メートル）、

通常フラッシュ HSS 共感

1/1 56 28

1/2 40 23

1/4 28 20

1/8 20 17

1/16 14 14

1/32 10 12

1/64 7 10

1/128 5 8
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RF60 を HSS 共感モードで使用する

RF60 を HSS 共感モードで使用するに
は、HSS/自動 FP 機能を搭載した TTL 
フラッシュが必要です。

 1.	 TTL フラッシュをカメラのホット シ
ューに取り付けます。

 2.	 [ ] ボタンを 2 回押し
て、RF60 マスターを HSS 共感モー
ドに切り替えます。LCD ディスプレ
イの中央の行に [ ] が表示されま
す。これにより、光学スレーブ トリ
ガーが S1(フラッシュが最初のプリ
発光で始動するモード、セクション 
11.3 を参照)で自動的にオンになり
ます。一方、有効にしたグループ内の 
RF60 スレーブの全ユニットが自動
的に HSS 共感モードに切り替わりま
す。

 3.	 RF60 マスターを、光センサーが TTL 
フラッシュ ヘッドを向いている状態
で設置します。

 4.	 カメラのシャッター リリース ボタン
を押してテスト ショットを撮影しま
す。

 5.	 フレームが上部から下部まで均一に照
射されない場合は、フラッシュでフ
レームが完全に満たされるまで RF60 
マスターの遅延タイマー(セクション 
11.4 を参照)を 10 ミリ秒、次に 15 
ミリ秒、20 ミリ秒等に設定します。
速いシャッター速度に対応できる最適
な遅延時間は 10 ミリ秒～ 100 ミリ
秒の範囲内です。
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HSS 共感モードの遅延時間を設定する

HSS 共感モードの遅延時間を設定する際
は、下記の点を考慮してください。

•• TTL フラッシュのフラッシュ モード:  
TTL フラッシュが M(手動)に設定され
ている場合は、遅延時間は 0～10 ミ
リ秒の範囲内で設定してください。 
TTL フラッシュが TTL モードに設定
されている場合は、カメラ ブランドお
よび撮影アパチャー(F-ナンバー)に応
じて、遅延時間を 55 ミリ秒～100 ミ
リ秒に設定しなければなりません。

•• カメラ ブランド: さまざまなカメラ 
システムに合わせて、下記の遅延時間
範囲が推奨されます。

•• F-ナンバー: f-ナンバーが大きいほ
ど、特定のカメラ システムの範囲内
で遅延時間が長くなります。

•• 暗帯の位置: 画像の上部に暗帯が表示
される場合は、遅延時間を増やしま
す。暗帯が下部に表示される場合は、
遅延時間を減らします。

カメラ ブランド 推奨される遅延時間

キヤノン 52 ミリ秒 ～ 64 ミリ秒

ニコン 55 ミリ秒 ～ 65 ミリ秒

ソニー 90 ミリ秒 ～ 100 ミリ秒

オリンパス/ 
パナソニック

65 ミリ秒 ～ 75 ミリ秒

ペンタックス 75 ミリ秒 ～ 82 ミリ秒
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光トリガー  

光トリガーは、無線信号の代わりのトリ
ガー機構として機能することができま
す。例えば、フラッシュ シンクロより
も早く照射されるプリ発光信号を取り込
む際に非常に有益です。プリ発光による
光トリガーを遅延タイマー (セクション 
11.4 を参照)で設定することにより、フ
ラッシュの正確な発光開始時間を設定で
きます。

S1 と S2 の 2 つの光トリガー モードか
ら選択できます。

S1 (最初): 最初のプリ発光、プリ発光
がない場合はメイン フラッシュで始動
します。
S2 (メイン): プリ発光を無視し、メイン 
フラッシュで始動します。

 1.	 光トリガーをオンにするには、[ ]  
を押し、テキスト エリアに <OPT 
SL>(光学スレーブの短縮形)と表示
されるまで [ ] ボタンを押しま
す。[ ] と [ ] のボタンを使って
選択エリアで S1(最初)または S2(メ
イン)を選択します。[ ] または 
[ ] を押して確定します。

11.3
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 2.	 光トリガー モードがどれか 1 つオン
になったときはいつでも、LCD 画面
の状態バーに光学スレーブ表示灯
が表示されます。

 3.	 光トリガーをオフにするには、[ ]  
ボタンを押し、テキスト エリアに 
<OPT SL> と表示されるまで [ ] 
ボタンを押します。[ ] または [ ] 
のボタンを使って <OFF> を選択しま
す。[ ] または [ ] を押し
て確認します。

遅延タイマー   

すべての RF60 には、マスター モード
またはスレーブ モードで構成できる遅延
タイマーが搭載されています。遅延タイ
マーを使えば、設定した時間、トリガー
応答を遅らせることができます。フラッ
シュの発光を先幕シンクロから少し遅ら
せることによって異なる照明効果を作り
出したい(例えば、後幕シンクロを実現す
る)場合は、遅延タイマーが効果を生み出
すのに役立ちます。

 1.	 遅延タイマーを設定するには、[ ] 
を押し、<DELAY> が表示されて選択
表示灯 ► がミリ秒単位の値を指すま
で [ ] ボタンを押します。

11.4
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 2.	 [ ] または [ ] のボタンを使って
遅延タイマーをミリ秒(ms)単位で
設定します。ミリ秒は 1/1000 秒
に等しいです。遅延時間は 1 ミリ秒
～999 ミリ秒(約 1 秒)の範囲で設定
できます。

 3.	 [ ] または [ ] のボタンを押し続
けるとキー効果が自動的に速くなり、
速い変更が可能になります。[ ] 
を押し続けると遅延時間が 0 にリセ
ットされます。

 4.	 遅延タイマーが設定されたときはいつ
でも、メイン画面の状態バーに遅延タ
イマー表示灯  が表示されます。

 5.	 遅延タイマーをオフにするには、手順  
1～3 を実行して遅延時間を 0 に設定
します。メイン画面の状態バーから遅
延タイマー表示灯が消えます。

12.	 RF60 を自分に合わせ	
      てカスタマイズする
LCD バックライト

ボタンをどれでも押すといつでも、RF60 
の LCD バックライトが点灯します。エネ
ルギーを節約するため、バックライトを
自動的に消すタイマー設定があります。

12.1
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 1.	 バックライトの持続時間を設定するに
は、[ ] を押し、テキスト エリ
アに <BK LGT> と表示されるまで 
[ ] を押します。 [ ]または 
[ ] のボタンを使って OFF、 
5sec、15sec、ON から選択します。 

 2.	 <ON> のオプションを選択すると、 
LCD が常時点灯する設定になり 
ます。

 3.	 [ ] を押して確定し、その他の項
目を設定します。または、[ ] を
押して確定し、終了します。

スリープ タイマー

ご使用後に RF60 の電源を切るのを忘れ
た場合は、エネルギーを節約するため、
スリープ タイマーにより指定された時間
が経過した後に RF60 がスリープ モード
に切り替わります。

 1.	 スリープ モードを構成するには、 
[ ] を押し、テキスト エリアに 
<SLEEP> と表示されるまで [ ] 
を数回押します。[ ] または [ ]

12.2
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のボタンを使って OFF、3min、 
5min、15min、30min、60min から
選択します。

 2.	 <OFF> のオプションを選択すると、
スリープ モードが解除されます。

 3.	 [ ] を押して確定し、その他の項
目を設定します。または、[ ] を
押して確定し、終了します。

 4.	 RF60 をスリープ モードから復帰さ
せるには、任意のボタンを 1 回押し
ます。

クイック フラッシュ

クイック フラッシュのオプションを使用
すると、フラッシュ コンデンサが完全に
充電されていない状態でも RF60 の発光
が可能です。 ただし、フラッシュ出力は 
RF60 メニューで指定した出力より低い可
能性があります。

速度が出力の精度よりも重要な場合は、
クイック フラッシュのオプションを有効
にしてください。精度が何よりも重要で
ある場合は、クイック フラッシュのオプ
ションを無効にしてください。

12.3

注記: ワイヤレス始動で RF60 スレー
ブのユニットを遠隔操作で復帰させるこ
とはできません。



41

 1.	 クイック フラッシュのオプションを
有効または無効にするには、[ ] 
を押し、テキスト エリアに <QCK 
FL> と表示されるまで [ ] を押
します。[ ] または [ ] のボタン
を使って OFF と ON を選択します。

 2.	 [ ] を押して確定し、その他の項
目を構成します。または、[ ] を
押して確定し、メイン画面に戻りま
す。

ビープ フィードバック 

フラッシュ待機表示灯のほか、RF60 の内
蔵ブザーも、カスタム設定にしたがい、
フラッシュが使用可能な状態になったと
きに知らせてくれます。次のオプション
から、撮影要件に最も適したものを選択
してください。

OFF 	
RF60 のビープ音はどのような状況でも鳴
りません。

Fn1* (QCK FL): クイック フラッシュ
フラッシュが、指定したレベルにはまだ
達していないが、光を照射できる状態に
なったときに RF60 のビープ音が鳴り
ます。

Fn2 (READY): フル充電
フラッシュが指定したレベルで発光でき
る状態になったときに RF60 のビープ音
が鳴ります。

Fn3* (WARN): 電力不足警告
フラッシュが選択したレベルより低い出
力レベルでクイック フラッシュを発光
したときにのみ、RF60 のビープ音が鳴
ります。

12.4
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* クイック フラッシュが有効になって
いる(セクション 12.3 を参照)場合
は、Fn1 と Fn2 の 2 つだけが選択でき
ます。

 1.	ビープ オプションを構成するには、 
[ ] を押し、テキスト エリアに 
<BEEP> と表示されるまで [ ] 
を押します。[ ] または [ ] のボ
タンを使って OFF、Fn1(QCK FL)
、Fn2(READY)、Fn3(WARN)から選
択します。

 2.	[ ] または [ ] のボタンを使って
オプションを選択する際、各オプショ
ンの省略形がテキスト エリアに表示
されます。

 3.	[ ] を押して確定し、その他の項
目を設定しま [ ] を押して確定
し、終了します。

 4.	Fn1、Fn2、Fn3 のどれかを選択した
ときはいつでも、ビープ表示灯が状態
バーに表示されます。
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13.	カクタス トリガーを取 	
り付けて使用する

RF60 は、カクタス ワイヤレス フラッシュ 
トランシーバー V6、V5、およびレーザー  
トリガー LV5 に対応しています。

カクタス V6 

グループ機能を使えば、カクタス V6 トラン
シーバーと RF60 フラッシュは、マスター 
モードとスレーブ モードのどちらでも、互
いに一方から他方を始動・操縦することが
できます。

13.1.1	 スレーブとしての RF60

内蔵のカクタス V6 RF モジュールを搭載した 
カクタス RF60 は、V6 TX から遠隔操作によ
って操縦と始動をすることが可能です。

13.1

V6
V6

カメラ RF60

V5

エミッターセンサー

V5

注記: カクタス V6 では、最大 1/10 EV 
ストップを指定して RF60 にステップを
通信できます。これに対し、RF60 では
最も近い 1/3 EV ストップしか表示され
ません。
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RF60 を他の V6 対応 TTL フラッシュと
組み合わせることにより、手動フラッシ
ュ制御システムを構築することもできま
す。例えば、RF60 をグループ Aに、キヤ
ノンの 580EX(V6 RX を搭載)をグループ 
Bに、ニコンの SB-900(別の V6 RX を搭
載)をグループ C に割り当てます。V6 TX 
からすべてのグループを始動できます。
また、各グループの出力レベルを相対出
力モードでも絶対出力モードでも設定で
きます。

13.1.2	 マスターとしての RF60

ユーザーは RF60 をマスターとしてカ
メラのホット シューに割り当て、この 
RF60 から他の RF60 スレーブや V6 RX 
のユニットを始動・操縦することができ
ます。RF60 マスターから RF60 スレー
ブの出力レベルとズーム レベルを調整す
ることができますが、V6 RX ユニットを
取り付けて使用する場合はズーム調整に
は対応していません。

下記の表で、 それぞれの組み合わせ方で
対応している機能を確認してください。

TX	
( マスター )

RX	
( スレーブ ) 機能

V6 RF60 √	 スレーブ(RX)を 4 グループ
で始動する。

√	 スレーブ(RX)の出力レベル 
とズーム レベルを 4 グルー
プで変更する。

√	 出力レベルを 1/128 か
ら全出力の 1/1 までの範
囲で調整可能。出力比は 
1/10EV、1/3EV、1/2EV、ま
たは 1EV(ただし、RF60 では
最も近い 1/3 ストップのみ
表示されます)。
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TX	
( マスター )

RX	
( スレーブ ) 機能

RF60 V6 √	 スレーブ(RX)を 4 グループ
で始動する。

√	 スレーブ(RX)の出力レベル
を 4 グループで変更する。

√	 出力レベルを 1/128 から全
出力の 1/1 までの範囲で調
整可能。主要出力レベル間
の増分(1/3EV の出力比の場
合)は 0.3 と 0.7。

X	 V6 のフラッシュのズーム レ
ベルを変更する。

X	 出力比を 1/10EV、1/2EV、 
1EV の範囲で変更する。

カクタス V5、LV5

カクタス RF60 は、カクタス V5 または 
LV5 と組み合わせて使用できます。いず
れも同じ 2.4GHz、16 チャンネルのプラ
ットフォームに対応しています。 

V5 と LV5 はグループ制御と遠隔出力調
整に対応していないため、RF60 マスタ
ーからは、有効と判断されるグループと
無関係に、すべての V5 を始動します。
同様に、V5 と LV5 のどちらからも、V6 
RX を割り当てているグループと無関係
に、すべての V6 RX を始動します。

14. 外部電源
外部電源を使えば、リサイクル時間が速
くなり、1 バッテリー サイクルあたりの
フラッシュ回数が増えます。カクタス外
部バッテリーパ ック EP-1 (別売り)を使
えば RF60 の機能を拡張できます。

13.2
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全出力フラッシ
ュ後のリサイク
ル時間

対応する全出力
フラッシュ回数

単三アルカリ電
池 4 個を使用 5 秒 100

カクタス外部バ
ッテリー パッ
クを使用

EP-1

2 秒 200

外部バッテリー パック EP-1 を使っ
て RF60 に電力を供給する方法について
は、EP-1 のユーザー マニュアルをご覧
ください。

15. コンデンサの形成
フラッシュが新品の場合や、フラッシュ
を一定の期間使用していなかった場合
は、コンデンサが電気を完全に蓄える潜
在能力を失っている可能性があります。
このような状況が発生した場合は、下記
の手順に従ってコンデンサを「形成す
る」ことができます。

 1.	 RF60 に新品の電池を取り付け、ロー
カル モードで電源を入れます。 

 2.	 フラッシュを全出力に調整します。 
 3.	 待機ランプを最初に 15 秒から 20 秒

光らせます。
 4.	 [ ] ボタンを使ってフラッシュを

発光させます。
 5.	 手順 3～4 を繰り返します。フラッシ

ュを 5 回連続して発光させると、コ
ンデンサが形成されて通常通り機能す
るようになり 
ます。
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16. USB 接続
RF60 の USB ポートは、ファームウェ
アの更新ができるように設計されていま
す。ファームウェアの更新を実行するに
は、RF60 の電源を切り、内部の電池を
取り外します。 カクタス ミニ USB ケ
ーブル MU-1(別売り)、または対応す
る USB・ミニ USB 間ケーブルを使って 
RF60 をコンピュータに接続します。フ
ァームウェア更新プログラムが接続され
ている RF60 を認識し、アップグレード
を開始します。詳細については、www.
cactus-image.com/rf60.html をご
覧ください。

17. 別売りの付属品
1.	カクタス ワイヤレス フラッシュ  

トランシーバー V6
2.	カクタス ワイヤレス フラッシュ  

トランシーバー V5
3.	カクタス ワイヤレス レーザー  

トリガー LV5
4.	カクタス 60cm 折りたたみ式ソフト  

ボックス CB-60
5.	カクタス拡散板キャップ DC-60
6.	カクタス ミニ USB ケーブル MU-1
7.	カクタス外部バッテリー パック EP-1
8.	カクタス PC シンクロ ケーブル CA-200
9.	カクタス 3.5mm プラグ ケーブル、 

6.35mm プラグ アダプタ CA-360 付き

注意:
RF60 を USB ポートを経由して AC 電
源に接続しないでください。
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18. トラブルシューティング
このセクションをお読みいただく前に、カクタ
ス RF60 が(本マニュアルのセクション 7～9 の
説明にしたがって)正しくセットアップされてい
ることを確認してください。

トラブルシューティングの手順を実行した後も
不具合が解決されない場合は、お買い上げいた
だいた販売店まで直接お問い合わせください。

1.フラッシュのコンデンサが充電しない

症状 考えられる原因 解決策

フラッシュ待
機信号が出
ない

電池が間違った
方向に取り付け
られている

電池を正しい方向に
取り付けます

電池が消耗して
いる、またはす
でに使い果たさ
れている

新しい単三電池のセ
ットと交換します

温度警告信号
が LCD 画面
に表示される

過度に多い回数
のフラッシュを
短い間隔で発光
させた

フラッシュを最低 
15 分間休ませます

2.フラッシュの電源が勝手に切れる

症状 考えられる原因 解決策

LCD が消える スリープ タイマ
ーが有効になっ
ている

-	RF60 の任意のボ
タンを 1 回押し
て、RF60 をスリ
ープ モードから復
帰させます

-	メニューでスリー
プ タイマー構成を
確認し、構成を変
更します(セクショ
ン 12.2 を参照し
てください)
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3.ローカル フラッシュまたはマスター フラッシ 

   ュが発光しない

症状 考えられる原因 解決策

フラッシュ待
機 LED が点
滅または常時
点灯するが、
フラッシュが
発光しない

フラッシュがカ
メラにしっかり
と取り付けられ
ていない

フラッシュのホッ
ト シューをカメラ
にしっかりと取り付
けます

フラッシュまた
はカメラの電
気接点が汚れ
ている

接触面を清掃します

4.スレーブ フラッシュが発光しない

症状 考えられる原因 解決策

フラッシュ待
機 LED が点
滅または常時
点灯するが、
フラッシュが
発光しない

チャンネルが一
致していない

スレーブ フラッシュ
をマスター フラッシ
ュと同じチャンネル
に設定します

グループが一致
していない

スレーブ フラッシ
ュに割り当てたグル
ープがマスター フ
ラッシュで有効にな
っていることを確認
します

バックグラウン
ド無線干渉

-	ユニットをすべて
別のチャンネルに
設定します

-	近くにある別の機
器から干渉が発生
している可能性が
あるため、セット
アップする場所を
変更します

マスター フラ
ッシュとスレー
ブ フラッシュの
位置が互いに近
すぎる

マスター フラッシュ
とスレーブ フラッシ
ュを最低 20cm 離し
て設置してやり直し
てください

100m の有効範
囲を超えている

-	マスター フラッシ
ュとスレーブ フラ
ッシュを互いから 
100m (328 フィ
ート)以内に配置し
てください

注記:  
無線干渉が存在する
場合、100m (328 
フィート)の有効範
囲を実現できない可
能性があります
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5.フラッシュがカメラとシンクロして発光し 

   ない

症状 考えられる原因 解決策

画像内に黒の
フレームが表
示される、ま
たはフレーム
が一部しか照
射されてい
ない

シャッター速度
がカメラの x シ
ンクロ制限より
も速い

-	カメラのシャッタ
ー速度をサポート
されている最大 x 
シンクロ速度に調
整します

-	RF60 のセットア
ップを HSS 共感
モード 
（セクション 
11.2 を参照）で
行います

遅延タイマーが
正しく設定され
ていない

遅延タイマーをオフ
にするか、または遅
延タイマーを正しい
シンクロ時間に調整
します

6.フラッシュが誤って発光する（予期しないフ 

   ラッシュ発光が起きる）

症状 考えられる原因 解決策

ローカル フラ
ッシュまたは
マスター フラ
ッシュが誤っ
て発光する

ホット シューの
接続不良

-	ホット シューの接
触の締まり具合を
調整します

-	RF60 のホット シ
ューの接点を清潔
な布で清掃します

スレーブ フラ
ッシュが誤っ
て発光する

バックグラウン
ド無線干渉

-	ユニットをすべて
別のチャンネルに
設定します

-	近くにある別の機
器から干渉が発生
している可能性が
あるため、セット
アップする場所を
変更します

予期しない環境
光によって光ト
リガーの電源が
入り、光トリガ
ーが始動された

光トリガーはこの環
境で動作しない可能
性があるため、光
トリガーの電源を切
ります
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7.フラッシュの出力が指定したレベルより低い

症状 考えられる原因 解決策

電力不足警告
のビープ音が
鳴る（有効に
している場
合）

フラッシュが完
全に充電されて
いないときに発
光する

-	クイック フラッシ
ュをオフにします

-	フラッシュを完全
に充電します 

待機信号がオ
ンになるまで
の時間が通常
より長い

電池が消耗して
いる、またはす
でに使い果たさ
れている

電池を新しい単三電
池のセットと交換
します

19. ご注意
米国にお住いのお客様へのご注意

連邦通信委員会(FCC)無線周波数干渉基準書。

この機器は FCC 規則第 15 部に基づいて試験
され、クラス B デジタル装置の制限に適合す
ることが確認されています。この制限は、住
宅設備で発生する有害な干渉に対する合理的な
保護を提供するために設計されています。この
機器は無線周波数エネルギーを発生させ、使用
し、放射することができるため、取扱説明書に
したがって設置と使用を行わなかった場合、こ
の機器が原因となって無線通信に対する有害な
干渉が発生する可能性があります。ただし、特
定の設備で干渉が発生しないという保証はあり
ません。

この機器が原因となって無線またはテレビの受
信に有害な干渉が発生した場合は(機器の電源を
切ってから電源を入れ直すことによって判定す
ることができます)、下記の対策をとることによ
って干渉を解消してみることをお勧めします。

•	 受信アンテナの方向を変えたり設置場所を変
えたりします。

•	 機器と受信機の距離を広げます。
•	 受信機が接続されている回路と異なる回路に

あるコンセントに機器を接続します。
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•	 販売店、または経験を有する無線/テレビ技術
者に相談します。

Harvest One Limited ならびにこのワイヤレ
ス フラッシュの製造者は、この機器を許可なく
改造したことが原因となって発生する無線また
はテレビへのあらゆる干渉に関して責任を負い
ません。そのような改造を行った場合、この機
器を使用するユーザーの権限が無効となる可能
性があります。

FCC ID: VAAFLARF60
中国製
この機器は FCC 規則第 15 部に適合してい
ます。この機器を使用する場合は、次の 2 
つの条件を満たすものとします。(1) この
機器から有害な干渉を発生させてはなりませ
ん。(2) この機器では、好ましくない動作
が引き起こされる原因となる干渉を含む、
受信したあらゆる干渉を受け入れる必要が
あります。

R&TTE 適合性宣言（DOC）

私たち Harvest One Limited(9D On Shing 
Industrial Building, 2-16 Wo Liu Hang 
Road, Fo Tan, Hong Kong)は、私たち自身
の責任に基づき、本製品 
「カクタス ワイヤレス フラッシュ RF60」が
R&TTE 指令(1999/5/EC)の必須要件およびそ
の他の関連要件に適合していることを宣言し
ます。
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本製品、カクタス ワイヤレス フ
ラッシュ RF60 は EU 理事会指令 
1999/5/EC の規定に適合していま
す。

バツ印が付けられた車輪付き容器は、
ヨーロッパ連合の域内ではこの製品が
製品サイクルの終了時に別途処分され
なければならないことを意味します。
この製品を他の自治体指定廃棄物と一
緒に処分しないでください。

20. 保証
下記に定める制限付き保証は、この制限付き保
証によってお買い上げいただいたカクタス ブラ
ンドのワイヤレス フラッシュに関して  
Harvest One Limited が提供するものです。

お使いのカクタス ワイヤレス フラッシュ RF60 
もしくはその他の内容物は、最初の包装箱に入
れて新しい状態でお客様に引き渡された場合、
次の通り、材質または仕上がりの瑕疵に対して
保証されます。最初にお買い上げいただいた日
から 1 年間、弊社の正規販売代理店に返送され
(該当する場合)、検査の結果、瑕疵があると証
明された、瑕疵のある部品または瑕疵のあるワ
イヤレス フラッシュは、Harvest One  
Limited または正規販売代理店の決定するとこ
ろにより、新しい部品または作り直した同等の
部品を使って修理し、または新しいワイヤレス 
フラッシュと交換するものとします。

この制限付き保証は、ワイヤレス フラッシュを
適合するカメラおよびフラッシュ装置と一緒に
使用した場合にのみ適用されるものとします。
カメラおよびフラッシュ装置について Harvest 
One Limited は一切責任を負いません。
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この制限付き保証は、ワイヤレス フラッシュ
の通常の使用において生じたあらゆる瑕疵を対
象としますが、下記の場合においては適用され
ません。

(a)	お客様による不正使用、誤った取扱い、不
適切な包装、改変、事故、電流変動による
ワイヤレス フラッシュの喪失または損傷。

(b) 	カクタスのユーザー マニュアルに定める操
作、保守、または環境に関する手順を順守
しなかった場合。

(c) 	Harvest One Limited または正規販売代
理店以外の者が実施したサービスを受けた 
場合。

(d) 	上記の規定を損なうことなく、水害、砂/腐
食による損傷、電池の漏洩、フラッシュを
落下させること、擦り傷、摩耗、本体の破
損、ホット シューまたは PC ケーブルの破
損は、誤使用、不正使用、または取扱説明
書に定めるところにしたがってワイヤレス 
フラッシュを使用しなかったことの結果と
して生じたものと推定します。

上記に記載する明示的な制限付き保証の適用期
間の経過後は、商品性もしくは特定目的との適
合性の黙示的な保証を含むいかなる黙示的な保
証もワイヤレス フラッシュに適用されず、ま
た、上記に記載する保証を除き、ワイヤレス フ
ラッシュに関してあらゆる人物もしくは企業が
与えるその他いかなる明示的な保証も担保も 
HARVEST ONE LIMITED に対して拘束力を有
しないものとします。HARVEST ONE LIMITED 
は、収益または利益の喪失、不便、代替の設備
もしくはサービスの費用、保管費用、データの
喪失または破損、またはワイヤレス フラッシ
ュの使用、誤使用、またはワイヤレス フラッ
シュを使用することができないことが原因とな
って生じるその他の特別損害賠償、付随的損害
賠償、または派生的損害賠償について、その申
立てが準拠する法律理論の如何にかかわらず、
また HARVEST ONE LIMITED がかかる損害が
生じる可能性について報告を受けていたとして
も、一切責任を負わないものとします。いかな
る場合も、HARVEST ONE LIMITED に対して
行われるあらゆる種類の回復は、HARVEST ONE 
LIMITED もしくはその正規販売代理店が販売
したカクタス ワイヤレス フラッシュの購入価
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格の金額を超えないものとし、また、損害の申
立てを生じさせないものとします。上記の規定
を損なうことなく、お客様はカクタス ワイヤ
レス フラッシュの使用、誤使用、またはカク
タス ワイヤレス フラッシュを使用することが
できないことによって生じる、お客様またはお
客様の財産もしくは他者または他者の財産の損
失、損傷、または傷害であって、HARVEST ONE 
LIMITED の過失が直接の原因でないものについ
て、あらゆるリスクと責任を負います。この制
限付き保証は、HARVEST ONE LIMITED の最初
のご購入者、または購入された HARVEST ONE 
LIMITED を贈答品として送られた人物以外の人
には適用されず、お客様の独占的な救済策を定
めるものです。

本社:

HARVEST ONE LIMITED
9D ON SHING IND. BLDG.,
2-16 WO LIU HANG ROAD,
FO TAN, HONG KONG

カスタマー サービスについては、お住まいの地
域の販売店までお問い合わせください。

© HARVEST ONE LTD.2014
このマニュアルは日本語に翻訳されています。日本
語版は英語版と不一致が発生する場合は、英語版を
優先にして参照してください
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